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項 目 現 行 改 正 案

第２章 特掲診療料

第４部 画像診断

通則

【通則の見直し】 ４ 区分番号Ｅ００１、Ｅ００４、Ｅ１０２及び ４ 区分番号Ｅ００１、Ｅ００４、Ｅ１０２及び

Ｅ２０３に掲げる画像診断については、別に厚 Ｅ２０３に掲げる画像診断については、別に厚

生労働大臣が定める施設基準に適合しているも 生労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機 のとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機

関において、画像診断を専ら担当する常勤の医 関において画像診断を専ら担当する常勤の医師

師が画像診断を行い、その結果を文書により報 が、画像診断を行い、その結果を文書により報

告した場合は、画像診断管理加算１として、区 告した場合は、画像診断管理加算１として、区

分番号Ｅ００１又はＥ００４に掲げる画像診断 分番号Ｅ００１又はＥ００４に掲げる画像診断

、区分番号Ｅ１０２に掲げる画像診断及び区分 、区分番号Ｅ１０２に掲げる画像診断及び区分

番号Ｅ２０３に掲げる画像診断のそれぞれにつ 番号Ｅ２０３に掲げる画像診断のそれぞれにつ

いて月１回に限り70点を所定点数に加算する。 いて月１回に限り70点を所定点数に加算する。

ただし、画像診断管理加算２を算定する場合は ただし、画像診断管理加算２を算定する場合は

この限りでない。 この限りでない。

【通則の見直し】 ５ 区分番号Ｅ１０２及びＥ２０３に掲げる画像 ５ 区分番号Ｅ１０２及びＥ２０３に掲げる画像

診断については、別に厚生労働大臣が定める施 診断については、別に厚生労働大臣が定める施

設基準に適合しているものとして地方厚生局長 設基準に適合しているものとして地方厚生局長

等に届け出た保険医療機関において、画像診断 等に届け出た保険医療機関において画像診断を

を専ら担当する常勤の医師が画像診断を行い、 専ら担当する常勤の医師が、画像診断を行い、
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その結果を文書により報告した場合は、画像診 その結果を文書により報告した場合は、画像診

断管理加算２として、区分番号Ｅ１０２に掲げ 断管理加算２として、区分番号Ｅ１０２に掲げ

る画像診断及び区分番号Ｅ２０３に掲げる画像 る画像診断及び区分番号Ｅ２０３に掲げる画像

診断のそれぞれについて月１回に限り180点を 診断のそれぞれについて月１回に限り180点を

所定点数に加算する。 所定点数に加算する。

【通則の見直し】 ６ 遠隔画像診断による画像診断（区分番号Ｅ０ ６ 遠隔画像診断による画像診断（区分番号Ｅ０

０１、Ｅ００４、Ｅ１０２又はＥ２０３に限 ０１、Ｅ００４、Ｅ１０２又はＥ２０３に限

る。）を行った場合については、別に厚生労働 る。）を行った場合については、別に厚生労働

大臣が定める施設基準に適合しているものとし 大臣が定める施設基準に適合しているものとし

て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関間で て地方厚生局長等に届け出た保険医療機関間で

行われた場合に限り算定する。この場合におい 行われた場合に限り算定する。この場合におい

て、受信側の保険医療機関が通則第４号本文の て、受信側の保険医療機関が通則第４号本文の

届出を行った保険医療機関であり、当該保険医 届出を行った保険医療機関であり、当該保険医

療機関において画像診断を専ら担当する常勤の 療機関において画像診断を専ら担当する常勤の

医師が画像診断を行い、その結果を送信側の保 医師が、画像診断を行い、その結果を送信側の

険医療機関に文書等により報告した場合は、区 保険医療機関に文書等により報告した場合は、

分番号Ｅ００１又はＥ００４に掲げる画像診断 区分番号Ｅ００１又はＥ００４に掲げる画像診

、区分番号Ｅ１０２に掲げる画像診断及び区分 断、区分番号Ｅ１０２に掲げる画像診断及び区

番号Ｅ２０３に掲げる画像診断のそれぞれにつ 分番号Ｅ２０３に掲げる画像診断のそれぞれに

いて月１回に限り、画像診断管理加算１を算定 ついて月１回に限り、画像診断管理加算１を算

することができる。ただし、画像診断管理加算 定することができる。ただし、画像診断管理加

２を算定する場合はこの限りでない。 算２を算定する場合はこの限りでない。

【通則の見直し】 ７ 遠隔画像診断による画像診断（区分番号Ｅ１ ７ 遠隔画像診断による画像診断（区分番号Ｅ１

０２及びＥ２０３に限る。）を通則第６号本文 ０２及びＥ２０３に限る。）を通則第６号本文

に規定する保険医療機関間で行った場合であっ に規定する保険医療機関間で行った場合であっ

て、受信側の保険医療機関が通則第５号の届出 て、受信側の保険医療機関が通則第５号の届出
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を行った保険医療機関であり、当該保険医療機 を行った保険医療機関であり、当該保険医療機

関において画像診断を専ら担当する常勤の医師 関において画像診断を専ら担当する常勤の医師

が画像診断を行い、その結果を送信側の保険医 が、画像診断を行い、その結果を送信側の保険

療機関に文書等により報告した場合は、区分番 医療機関に文書等により報告した場合は、区分

号Ｅ１０２に掲げる画像診断及び区分番号Ｅ２ 番号Ｅ１０２に掲げる画像診断及び区分番号Ｅ

０３に掲げる画像診断のそれぞれについて月１ ２０３に掲げる画像診断のそれぞれについて月

回に限り、画像診断管理加算２を算定すること １回に限り、画像診断管理加算２を算定するこ

ができる。 とができる。

第１節 エックス線診断料

Ｅ００２ 撮影

【注の見直し】 注２ 新生児又は３歳未満の乳幼児（新生児を除 注２ 新生児、３歳未満の乳幼児（新生児を除

く。）に対して撮影を行った場合は、当該撮 く。）又は３歳以上６歳未満の幼児に対して

影の所定点数にそれぞれ所定点数の100分の3 撮影を行った場合は、当該撮影の所定点数に

0又は100分の15に相当する点数を加算する。 それぞれ所定点数の100分の80、100分の50又

は100分の30に相当する点数を加算する。

Ｅ００３ 造影剤注入手技

３ 動脈造影カテーテル法

【注の見直し】 イ 主要血管の分枝血管を選択的に造影撮影した イ 主要血管の分枝血管を選択的に造影撮影した

場合 3,600点 場合 3,600点

注 血流予備能測定検査を実施した場合は、血 注１ 血流予備能測定検査を実施した場合は、

流予備能測定検査加算として、400点を所定 血流予備能測定検査加算として、400点を

点数に加算する。 所定点数に加算する。

注２ 頸動脈閉塞試験（マタス試験）を実施し

た場合は、頸動脈閉塞試験加算として、1,
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000点を所定点数に加算する。

ロ （略） ロ （略）

第２節 核医学診断料

Ｅ１００ シンチグラム（画像を伴う

もの）

【注の見直し】 注３ 新生児又は３歳未満の乳幼児（新生児を除 注３ 新生児、３歳未満の乳幼児（新生児を除

く。）に対してシンチグラムを行った場合は く。）又は３歳以上６歳未満の幼児に対して

、当該シンチグラムの所定点数にそれぞれ所 シンチグラムを行った場合は、当該シンチグ

定点数の100分の30又は100分の15に相当する ラムの所定点数にそれぞれ所定点数の100分

点数を加算する。 の80、100分の50又は100分の30に相当する点

数を加算する。

Ｅ１０１ シングルホトンエミッショ

ンコンピューター断層撮影

（同一のラジオアイソトープ

を用いた一連の検査につき）

【注の見直し】 注２ 新生児又は３歳未満の乳幼児（新生児を除 注２ 新生児、３歳未満の乳幼児（新生児を除

く。）に対して断層撮影を行った場合は、所 く。）又は３歳以上６歳未満の幼児に対して

定点数にそれぞれ所定点数の100分の30又は1 断層撮影を行った場合は、所定点数にそれぞ

00分の15に相当する点数を加算する。 れ所定点数の100分の80、100分の50又は100

分の30に相当する点数を加算する。

第３節 コンピューター断層撮影診断

料

通則
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【通則の見直し】 ４ 新生児又は３歳未満の乳幼児（新生児を除 ４ 新生児、３歳未満の乳幼児（新生児を除く。

く。）に対して区分番号Ｅ２００から区分番号 ）又は３歳以上６歳未満の幼児に対して区分番

Ｅ２０２までに掲げるコンピューター断層撮影 号Ｅ２００から区分番号Ｅ２０２までに掲げる

を行った場合は、それぞれ所定点数の100分の3 コンピューター断層撮影を行った場合は、それ

0又は100分の15に相当する点数を当該撮影の所 ぞれ所定点数の100分の80、100分の50又は100

定点数に加算する。 分の30に相当する点数を加算する。

Ｅ２００ コンピューター断層撮影

（ＣＴ撮影）（一連につき）

【項目の見直し】 １ ＣＴ撮影 １ ＣＴ撮影

イ 64列以上のマルチスライス型の機器による イ 64列以上のマルチスライス型の機器による

場合 1,000点 場合

( 1 ) 共同利用施設において行われる場合

1,020点

( 2 ) その他の場合 1,000点

ロ 16列以上64列未満のマルチスライス型の機 ロ 16列以上64列未満のマルチスライス型の機

器による場合 900点 器による場合 900点

ハ ４列以上16列未満のマルチスライス型の機 ハ ４列以上16列未満のマルチスライス型の機

器による場合 770点 器による場合 750点

ニ イ、ロ又はハ以外の場合 580点 ニ イ、ロ又はハ以外の場合 560点

２ 脳槽ＣＴ撮影（造影を含む。） 2,300点 ２ 脳槽ＣＴ撮影（造影を含む。） 2,300点

【注の追加】 （追加） 注８ ＣＴ撮影のイの(1 )については、別に厚生労

働大臣が定める施設基準に適合しているもの

として地方厚生局長等に届け出た保険医療機

関において行われる場合又は診断撮影機器で

の撮影を目的として別の保険医療機関に依頼
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し行われる場合に限り算定する。

Ｅ２０２ 磁気共鳴コンピューター断

層撮影（ＭＲＩ撮影）（一連

につき）

【項目の見直し】 １ ３テスラ以上の機器による場合 1,600点 １ ３テスラ以上の機器による場合

イ 共同利用施設において行われる場合

1,620点

ロ その他の場合 1,600点

２ 1.5テスラ以上３テスラ未満の機器による場 ２ 1.5テスラ以上３テスラ未満の機器による場

合 1,330点 合 1,330点

３ １又は２以外の場合 920点 ３ １又は２以外の場合 900点

【注の追加】 （追加） 注５ ＭＲＩ撮影について、別に厚生労働大臣が

定める施設基準に適合しているものとして地

方厚生局長等に届け出た保険医療機関におい

て、乳房のＭＲＩ撮影を行った場合は、乳房

ＭＲＩ撮影加算として、100点を所定点数に

加算する。

【注の追加】 （追加） 注６ ＭＲＩ撮影の１のイについては、別に厚生

労働大臣が定める施設基準に適合しているも

のとして地方厚生局長等に届け出た保険医療

機関において行われる場合又は診断撮影機器

での撮影を目的として別の保険医療機関に依

頼し行われる場合に限り算定する。
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